
高
卒
・
大
卒
と
も

３
年
以
内
に
３
割
超
が
離
職

　

学
校
を
卒
業
し
就
職
し
た
若
者
の
３
年

以
内
の
離
職
率
が
中
卒
で
７
割
、
高
卒
で

５
割
、
大
卒
で
は
３
割
に
達
す
る
こ
と
は

「
７
・
５
・
３
問
題
」
と
呼
ば
れ
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
井
労
働
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

27
年
か
ら
平
成
30
年
に
就
職
し
た
福
井
県

内
の
高
卒
者
で
は
40
％
近
い
離
職
率
を
記

録
。
ま
た
、
大
卒
者
で
も
30
％
を
超
え
る

離
職
率
と
な
っ
て
い
る
。（
グ
ラ
フ
１
）

　

多
く
の
若
者
が
早
期
の
う
ち
に
職
場
を

離
れ
る
原
因
は
何
か
。（独）
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
が
令
和
元
年
に
実
施
し
た
「
若

年
者
の
能
力
開
発
と
職
場
へ
の
定
着
に
関

す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
就
職
後
１
年
以

内
に
離
職
し
た
若
者
の
離
職
理
由
で
上
位

を
占
め
た
の
が
「
人
間
関
係
」、「
労
働
時

間
・
休
日
な
ど
の
勤
務
条
件
」「
仕
事
へ

の
自
信
喪
失
」と
い
う
結
果
と
な
っ
た（
グ

ラ
フ
２
）

 　

そ
こ
で
今
回
は
、
若
手
社
員
の
育
成

や
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
通
じ
て
、

早
期
離
職
防
止
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
企

業
と
、
社
員
の
戦
力
ア
ッ
プ
を
後
押
し
す

る
研
修
機
関
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

特
集

若手社員の定着と即戦力化

事業の継続と発展には次世代を担う若手人材の確保と育成が不可欠である。一方で、新卒社員には「７・
５・３」問題と呼ばれる早期離職の壁が存在し、入社後３年間のうちに一定割合の社員が退職すると言われ、
企業にとっては大きな損失となっている。若手社員の早期離職を予防し、定着と即戦力化を図るには、企
業としてどのような取り組みが求められるのだろうか。

　　　伸ばせ！
若い力

安
心
し
て
長
く
働
け
る

職
場
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

㈱
江
守
情
報

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
本
部

人
事
部
長

  

酒
井 

宏
政 

氏（
中
）

経
営
企
画
部 

副
部
長

  

吉
村 

和
眞 

氏（
右
）

経
営
企
画
部

  

杉
森 

未
菜 

氏（
左
）

　

公
共
・
企
業
向
け
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

開
発
や
輸
入
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
販
売
事
業

を
行
う
㈱
江
守
情
報
で
は
、
今
年
１
月
に

厚
生
労
働
省
か
ら
２
つ
の
認
定
を
受
け

た
。
若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
な
企

業
を
認
定
す
る
「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
」
と
、

女
性
の
活
躍
推
進
を
認
定
す
る
「
え
る
ぼ

し
」
で
、
２
つ
の
認
定
を
同
時
に
受
け
る

の
は
県
内
初
で
あ
る
。

　

同
社
で
は
採
用
活
動
の
際
に
、
自
社
の

業
務
内
容
や
勤
務
実
態
を
で
き
る
だ
け
率

直
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

学
生
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
会
社

説
明
会
で
も
先
輩
社
員
が
自
身
の
「
リ
ア

ル
」
を
伝
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
入
社
半
年
後
、
２
年
目
、
３
年

目
に
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
。

自
身
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
同
期
入
社
の
社
員
と
話
し
合
う
場
面

を
設
け
る
こ
と
で
、
自
身
の
立
ち
位
置
を

確
認
し
、
将
来
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
し

て
い
る
。
こ
の
研
修
で
は
、
上
席
の
管
理

職
か
ら
励
ま
し
の
手
紙
を
受
け
取
る
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
有
り
、
若
手
社
員
が
「
自
分
の

こ
と
を
し
っ
か
り
見
て
く
れ
て
い
る
」
と

い
う
実
感
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
普

段
の
業
務
で
も
、
先
輩
社
員
が
若
手
社
員

に
積
極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
相
談

に
乗
る
こ
と
で
、
部
署
内
の
絆
を
深
め
る

こ
と
や
、
残
業
時
間
の
短
縮
に
も
結
び
付

い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、

２
０
１
８
年
か
ら
３
年
間
で
16
名
の
新
規

学
卒
者
を
採
用
し
、
離
職
者
は
ゼ
ロ
、
社

員
１
人
あ
た
り
の
所
定
外
労
働
時
間
も
月

平
均
12
・
１
時
間
を
達
成
し
、ユ
ー
ス
エ
ー

ル
の
認
定
を
受
け
た
。

　

ソ
フ
ト
面
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
ド
面
の

整
備
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
３
月

に
は
主
に
シ
ス
テ
ム
開
発
の
主
要
拠
点
で

あ
る
丸
岡
オ
フ
ィ
ス
を
全
面
的
に
改
装
。

社
員
同
士
が
触
れ
合
い
な
が
ら
休
憩
と
業

務
が
で
き
る
広
々
と
し
た
快
適
な
空
間
を

提
供
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

を
通
じ
て
、
仕
事
上
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り

社
員
同
士
の
関
係
を
深
め
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　
「
わ
が
社
は
人
が
財
産
」
と
話
す
人
事

部
長
の
酒
井
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
安
心

し
て
長
く
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

誇
り
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る

職
場
を
目
指
す

㈱
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

総
務
部 

総
務
グ
ル
ー
プ

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

川
端　

理
照　

氏

　

店
舗
や
公
共
施
設
向
け
に
イ
ス
タ
ー

カ
ー
テ
ン
（
折
り
た
た
み
式
扉
）
の
企
画
、

設
計
、
製
造
、
販
売
事
業
を
行
う
㈱
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
で
は
、令
和
元
年
度
に
働
き
や
す
く
、

子
育
て
や
介
護
と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る

職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
企
業
と
し
て
福

井
県
か
ら
「
社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
企
業
」
の

認
定
を
受
け
た
。　
　

　

同
社
で
は
対
外
的
な
知
名
度
と
従
業
員

明るく開放的な休憩・ビジネススペースを新たに設置

新規大卒者の3年以内離職率グラフ1

H27 年 H28年 H29年 H30年 H31年 R2年
0

（％）

5

10

15

20

25

30

35

11.9％ 11.4％ 11.6％ 11.6％ 11.8％

10.4％ 10.6％ 11.4％ 11.3％

9.5％ 10.0％ 9.9％ 8.3％

9.7％

10.6％

■1年目
■2年目
■3年目

31.8% 32.0% 32.8%
31.2%

21.5%

10.6%

初めての正社員勤務先を離職した理由グラフ2

■男性　■女性

人間関係が良くなかった

労働時間・休日・休暇の条件が良くなかった

肉体的・精神的に健康を損ねた

仕事が上手くできず自信を失った

自分のやりたい仕事とは異なる内容だった

0（％） 10 20 30 40

26.9％

31.2％

29.7％

25.8％

26.9％

39.4％

38.1％

36.1％

31.5％

27.2％



満
足
度
の
向
上
を
図
る
た
め
企
業
ブ
ラ
ン

ド
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
、「
労
働
環

境
の
整
備
」
と
「
社
員
の
学
び
直
し
」
に

関
す
る
取
り
組
み
が
認
定
の
対
象
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
た
。

　

新
卒
に
加
え
て
中
途
入
社
の
若
手
も
多

い
同
社
で
は
、
社
員
の
育
成
・
定
着
の
た

め
に
「
メ
ン
タ
ー
（
助
言
者
）
制
度
」
を

導
入
。
新
卒
・
中
途
に
関
わ
ら
ず
入
社
後

１
年
間
は
、
メ
ン
タ
ー
役
の
先
輩
が
毎
日

若
手
社
員
と
面
談
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

こ
と
ま
で
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
て
い

る
。
メ
ン
タ
ー
役
に
は
あ
え
て
異
な
る
部

署
の
先
輩
社
員
を
あ
て
が
う
こ
と
で
、
若

手
が
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
相
談
で
き

る
環
境
を
整
え
、
心
の
負
担
や
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
た
め

に
「
サ
ン
ク
ス
カ
ー
ド
制
度
」
を
導
入
。

先
輩
・
後
輩
を
問
わ
ず
感
謝
の
意
を
示
す

カ
ー
ド
を
手
渡
す
こ
と
で
、
社
員
同
士
の

繋
が
り
が
増
し
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
も
一
役
買
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
活
動
の
結
果
、
若
手
社
員

の
離
職
率
は
こ
こ
数
年
低
い
水
準
を
キ
ー

プ
で
き
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
、
社
員
の
学
び
直
し
や
向
上
心
に

応
え
る
た
め
、
社
外
で
開
催
さ
れ
る
研
修

に
も
積
極
的
に
社
員
を
派
遣
。
受
講
料
を

会
社
が
負
担
す
る
と
と
も
に
、
社
員
の
自

己
啓
発
活
動
に
対
し
て
は
最
大
５
万
円
の

助
成
や
、
業
務
と
関
連
が
深
い
資
格
の
取

得
に
関
し
て
は
資
格
手
当
を
支
給
し
て
、

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
。
助
成
や
支
給
を
受
け
る
社
員
が

毎
年
増
え
て
い
る
。

　

総
務
部
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
川
端
さ
ん

は
「
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
社

内
で
の
会
話
が
増
え
、
意
見
や
提
案
を
出

し
合
う
ム
ー
ド
や
、
研
修
へ
の
参
加
、
資

格
取
得
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
て
い

る
」
と
手
ご
た
え
を
感
じ
て
お
り
、「
社

員
が
誇
り
を
持
っ
て
、
働
き
甲
斐
を
感
じ

な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
職
場
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

社
員
の
戦
力
ア
ッ
プ
を
後
押
し

（独）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
福
井
支
部

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

生
産
性
セ
ン
タ
ー
業
務
課
長

山
下　

満 

氏
（
右
）

訓
練
課
長

乾　

勝
典 

氏
（
左
）

　　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井
で
は
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
就
職
を
目
指
す
「
求
職

者
訓
練
」
と
、
中
小
企
業
の
従
業
員
を
対

象
と
し
た
「
在
職
者
訓
練
」
を
実
施
し
て

い
る
。

　

在
職
者
訓
練
は
、
業
務
の
遂
行
に
必
要

な
高
度
な
技
能
と
知
識
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た「
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー（
ハ

ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」
と
、
企
業
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
知
識

や
ス
キ
ル
等
を
習
得
す
る
た
め
の
「
生
産

性
向
上
支
援
訓
練
」
に
大
別
さ
れ
る
。

　

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
は
、
主
に
も
の
づ

く
り
分
野
の
技
術
習
得
に
向
け
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
、

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
が
設

定
さ
れ
、
今
年
度
は
「
機
械
系
」、「
電
気
・

電
子
系
」、「
居
住
系
」
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
は
開
催
日

程
や
講
習
内
容
に
企
業
の
希
望
を
取
り
入

れ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
で
開
催
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

　

訓
練
課
長
の
乾
さ
ん
は
「
新
入
社
員
か

ら
主
任
・
係
長
ク
ラ
ス
ま
で
、
生
産
性
向

上
を
目
指
す
現
場
づ
く
り
に
活
用
し
て
欲

し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

受
講
し
た
企
業
か
ら
は
「
多
能
工
を
目

指
し
、
幅
広
い
知
識
・
技
術
の
習
得
が
出

来
た
」、「
技
能
・
技
術
だ
け
で
な
く
、
従

業
員
の
意
欲
の
向
上
に
結
び
付
い
て
い

る
」
な
ど
、
研
修
の
成
果
に
対
す
る
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
は
社
内

全
体
の
課
題
解
決
に
分
野
を
広
げ
、
今
年

度
は
「
売
上
げ
増
加
」、「
生
産
・
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
改
善
」
な
ど
４
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。対
象
も「
初
任
者
対
象
研
修
」か
ら「
管

理
者
層
研
修
」
ま
で
幅
広
い
階
層
の
研
修

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
ち
ら
も
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
と
同
様

に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る
開
催
が
可

能
。
各
分
野
で
指
導
経
験
豊
富
な
専
門
家

が
講
師
を
務
め
る
。

　

生
産
性
セ
ン
タ
ー
業
務
課
長
の
山
下
さ

ん
は
「
会
社
全
体
で
課
題
解
決
へ
の
意
識

や
手
法
を
学
ん
で
も
ら
い
、
社
員
の
意
欲

向
上
や
企
業
業
績
の
ア
ッ
プ
に
活
か
し
て

欲
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

今
年
３
月
期
の
福
井
県
内
の
有
効
求
人

倍
率
は
２
倍
を
超
え
、
新
卒
・
中
途
を
問

わ
ず
、
企
業
に
と
っ
て
人
材
の
採
用
・
確

保
は
以
前
に
も
増
し
て
難
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
将
来
に
向
け
て
次
世
代
を
担

う
若
手
人
材
の
定
着
と
育
成
は
、
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

冒
頭
に
あ
る
離
職
理
由
に
関
す
る
調
査

結
果
に
も
表
れ
て
い
る
通
り
、
入
社
間
も

な
い
若
者
は
人
間
関
係
や
業
務
の
遂
行
に

つ
ま
づ
き
、
悩
み
が
あ
っ
て
も
誰
に
も
相

談
で
き
ず
に
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

少
な
く
な
い
。

　

そ
こ
で
今
一
度
、
社
内
に
お
け
る
若
手

人
材
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
や
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
・
ル
ー
ル
整
備
に
目
を

向
け
、
若
者
の
離
職
防
止
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。
加
え
て
、
各
種
の
研
修
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、
本
人
の
業
務

内
容
に
適
し
た
育
成
・
研
鑽
を
通
じ
て
戦

力
化
を
図
る
こ
と
で
、
社
員
一
人
一
人
が

自
社
で
働
く
こ
と
へ
の
誇
り
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
、
企
業
業
績
の
向
上
に
結

び
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

企
業
の
将
来
を
見
据
え
た

若
手
の
定
着
と
育
成
を

機能性と美しさを兼ね備えたイスターカーテン課題や対象に合わせ多彩な研修メニューが準備されている

採
用
・
定
着
・
育
成
を
通
じ
た

企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
を

　

企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
採

用
力
や
販
売
力
の
向
上
を
図
り
、
企
業

の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
㈱
グ
ロ

ウ
プ
ス
の
賀
川
泰
成
社
長
か
ら
、
社
員

の
定
着
と
育
成
に
向
け
て
企
業
が
取
り

組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
伺
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
説
明
会
や
面
接
が
増

え
、
学
生
と
会
社
の
双
方
が
お
互
い
の

実
態
が
把
握
で
き
な
い
ま
ま
入
社
・
採

用
を
決
め
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
入
社
後
の
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
」

も
増
え
た
。
企
業
に
は
働
き
方
や
業
務

内
容
に
関
し
て
先
輩
社
員
な
ど
か
ら
リ

ア
ル
な
実
態
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
企

業
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
共
感
し
て
も
ら

え
る
人
材
を
採
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
新
入
社
員
は
学
生
時
代
と
は

全
く
異
な
る
環
境
で
孤
独
を
感
じ
た

り
、
自
信
を
失
う
こ
と
も
多
い
。
そ
こ

で
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
き
な
励
ま

し
と
な
る
。
メ
ン
タ
ー
制
度
を
採
り
入

れ
、
若
手
社
員
の
孤
独
感
や
悩
み
を
和

ら
げ
る
こ
と
で
、
社
員
の
定
着
に
効
果

を
上
げ
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
現
代
の
若
者
は
沢
山
の

情
報
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
世
代
で

あ
る
。
そ
こ
に
「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」

「
見
て
覚
え
ろ
」
の
手
法
は
通
用
し
な

い
。
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
在
社
・
在
宅

で
も
学
べ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
近
年

は
社
外
機
関
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実

し
て
い
る
。「
学
び
」
は
「
で
き
る
自

信
」を
生
み
、「
更
な
る
高
み
へ
の
想
い
」

や
「
生
産
性
ア
ッ
プ
」
へ
の
好
循
環
へ

と
辿
り
着
く
。
企
業
に
は
教
え
・
育
て

る
こ
と
に
加
え
、
社
員
の
価
値
感
へ
の

理
解
と
支
援
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

　

こ
う
し
た
企
業
の
取
り
組
み
が
、
従

業
員
満
足
度
（
Ｅ
Ｓ
）
の
向
上
と
自
社

で
働
く
こ
と
へ
の
誇
り
へ
と
繋
が
り
、

更
な
る
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
へ
と
続

く
も
の
で
あ
る
。
企
業
の
ト
ッ
プ
か
ら

現
場
の
社
員
ま
で
会
社
全
体
で
企
業
ブ

ラ
ン
ド
・
企
業
価
値
の
向
上
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
。
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